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ネットワーク化されたヒューズ面上の電流の流れを,自らの特性によって変化させ,相反する特性である

温度および電流遮断特性を向上させることを目的に,電流路が網目状に構成されたインテリジェントヒュー

ズの開発を継続して行っている.

本年度は,基礎研究として,660V 用ヒューズェレメント (6S4p,または6S3p)で平面エッチン

グを施したものと,立体的エッチングを施したものの2種類について,その直列遮断点および並列遮断点の

点数,組み合わせを変えて,平常時は並列通電,異常時に直列遮断点が作動するような条件を求めるための

基礎的実験を行った.また,本研究の最終目的は高圧インテリジェントヒューズを作ることであるから,高

圧化の問題点についても並行して実験を行った.この実験は,660V 用ヒューズェレメントでは,その直列

遮断点数が6点 (すなわち1点当たりの電圧- 110V/S),330V 用ヒューズェレメントでは,4点 (同 82.5

V/S)で電流の遮断が成功しているが,今回試作した高圧ヒューズェレメントでは,その限界値が43V/S

と言う極めて低い値となったことから,その原因を探ることとした.

一般的に,ヒューズの電流遮断特性は遮断点数が多くなるほど良くなるが,同時にヒューズ自身の抵抗値

が大きくなり平常時の連続通電によるジュール損失が増加する.この問題を解決するために,インテリジェ

ントヒューズは,ヒューズ面上の電流の流れを,平常時の電流と事故時の電流の大きさ,および電流上昇率

の違いにより,変化させることにより実現するものであるが,その電流の流れの変化が必ずしも予想したよ

うには行かなかった.そこで,この現象の解明のためにミクロな検討を進め,現在のサンプルヒューズをそ

のまま用いて,一部の網目電流を測定することとした.測定方法として,測定点にマンガニン線を挿入して

その両端の電圧を測定する方式,およびホール素子を用いる方式を採用した.これらの2方式には,それぞ

れマンガニンの抵抗値 ･誘導雑音が,またホール素子による方式ではその飽和が問題として残ったが,網目

電流の測定には成功した.その測定結果によれば,電流遮断時に並列遮断点には僅かの電流しか流れていな

いことが確認された.これにより,並列遮断点により多くの電流を流せるような網目構造にすれば,より高

度な電流遮断性能が得られる可能性のあることが示された.

高圧エッチングヒューズについては,実験 ･研究の結果相聞耐電圧が弱くなることがわかったので,エッ

チングパターンを工夫することにより,定格電圧 3.6kV,定格電流 30A のヒューズを,従来の同定格のも

のと比較 して,約 1/3の寸法で実現できた.またその遮断特性も,電流限流値が約 1/3,遮断時間が約

1/2,動作過電圧が約 2/3と言う画期的なものである.今後,製品化に必要な各種試験を行 う予定である.
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